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【公表番号】特表2009-504780(P2009-504780A)
【公表日】平成21年2月5日(2009.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-005
【出願番号】特願2008-527189(P2008-527189)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/497    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/12    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/497   　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 209/52    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月14日(2009.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　本明細書で使用されている「アリール」基は、単独または「アラルキル」、「アラルコ
キシ」または「アリールオキシアルキル」のように大きな部分の一部として使用され、単
環式(例えば、フェニル)、二環式(例えば、インデニル、ナフタレニル、テトラヒドロナ
フチル、テトラヒドロインデニル)、および三環式(例えば、フルオレニル、テトラヒドロ
フルオレニル、またはテトラヒドロアントラセニル、アントラセニル)環系を包含するも
ので、単環式の環系は芳香族であるか、または二環式または三環式環系における環の少な
くとも１個は芳香族である。二環式および三環式基は、ベンゾ縮合２～３員炭素環を包含
する。例えば、ベンゾ縮合基は、２個またはそれ以上のＣ４－８炭素環状部分と縮合した
フェニルを含む。アリールは、所望により１個またはそれ以上の置換基、例えば脂肪族(
例えば、アルキル、アルケニルまたはアルキニル)、脂環式、(脂環式)脂肪族、ヘテロ環
式脂肪族、(ヘテロ環式脂肪族)脂肪族、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、(脂環
式)オキシ、(ヘテロ環式脂肪族)オキシ、アリールオキシ、ヘテロアリールオキシ、(芳香
脂肪族)オキシ、(ヘテロ芳香脂肪族)オキシ、アロイル、ヘテロアロイル、アミノ、オキ
ソ(ベンゾ縮合二環式または三環式アリールの非芳香族炭素環における)、ニトロ、カルボ
キシ、アミド、アシル(例えば、脂肪族カルボニル、(脂環式)カルボニル、((脂環式)脂肪
族)カルボニル、(芳香脂肪族)カルボニル、(ヘテロ環式脂肪族)カルボニル、((ヘテロ環
式脂肪族)脂肪族)カルボニル、または(ヘテロ芳香脂肪族)カルボニル)、スルホニル(例え
ば、脂肪族－ＳＯ２－またはアミノ－ＳＯ２－)、スルフィニル(例えば、脂肪族－Ｓ(Ｏ)
－または脂環式－Ｓ(Ｏ)－)、スルファニル(例えば、脂肪族－Ｓ－)、シアノ、ハロ、ヒ
ドロキシ、メルカプト、スルホキシ、尿素、チオ尿素、スルファモイル、スルファミド、
またはカルバモイルにより置換されていてもよい。また、アリールは非置換の場合もあり
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得る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　一般に、「ジェミナル」の語は、２個またはそれ以上の炭素原子を含む基上の置換基の
位置関係に関するもので、置換基は同一炭素原子に結合している。
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